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平成 22 年 11 月４日 

各   位 

会 社 名 タ カ ノ 株 式 会 社

代 表 者 名 代表取締役社長  鷹 野  準

(コード番号：7885 東証第一部)

問合せ先責任者 常務取締役企画室長  大 原 明 夫

（ＴＥＬ 0265－85－3150） 
 

平成 23 年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と決算値との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 22 年９月９日に公表いたしました平成 23 年３月期第２四半期累計期間（平成 22 年４月１日から平成

22 年９月 30 日まで）の業績予想値（連結・個別）と決算値との差異が生じましたので、また、最近の業績の

動向等を踏まえ、平成 22 年５月７日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。 

記 

 

1.平成23年3月期第２四半期連結累計期間の予想値と実績値の差異(平成22年4月1日～平成22年９月30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回（平成 22 年９月９日） 
発表予想（Ａ） 

百万円
7,200 

百万円
250 

百万円
280 

百万円 
210 

円 銭
13.82 

実績値（Ｂ） 7,215 303 327 352 23.18 

増減額（Ｂ－Ａ） 15 53 47 142 － 

増   減   率（％） 0.2 21.4 17.0 67.7 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22年 3 月期第２四半期） 

5,824 △730 △657 △697 △45.88 

 

2.平成23年3月期第２四半期個別累計期間の予想値と実績値の差異(平成22年4月1日～平成22年９月30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回（平成 22 年９月９日） 
発表予想（Ａ） 

百万円
6,670 

百万円
210 

百万円
240 

百万円 
195 

円 銭
12.83 

実績値（Ｂ） 6,763 267 294 328 21.60 

増減額（Ｂ－Ａ） 93 57 54 133 － 

増   減   率（％） 1.4 27.3 22.5 68.4 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22年 3 月期第２四半期） 

5,486 △709 △643 △732 △48.19 
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3.平成 23 年 3 月期連結業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年３月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回（平成 22 年５月７日） 
発表予想（Ａ） 

百万円
16,300 

百万円
20 

百万円
140 

百万円 
85 

円 銭
5.59 

今回修正予想（Ｂ） 16,700 345 400 370 24.35 

増減額（Ｂ－Ａ） 400 325 260 285 － 

増   減   率（％） 2.5 1,625.0 185.7 335.3 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22年 3 月期） 

13,999 △816 △679 △820 △54.01 

 

4.平成 23 年 3 月期個別業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年３月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回（平成 22 年５月７日） 
発表予想（Ａ） 

百万円
15,500 

百万円
10 

百万円
130 

百万円 
80 

円 銭
5.26 

今回修正予想（Ｂ） 15,800 320 380 360 23.69 

増減額（Ｂ－Ａ） 300 310 250 280 － 

増   減   率（％） 1.9 3,100.0 192.3 350.0 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22年 3 月期） 

13,077 △864 △732 △851 △56.05 

 

5.修正の理由 

 (1) 平成 23 年 3 月期第２四半期累計期間の予想値と実績値の差異 

   平成 22 年９月９日公表の業績予想値における見通しと比較し、実績においては９月度における販売が上

ぶれしたこと等により、営業利益、経常利益の予想値を実績値が上回ることとなりました。また、以上に

加え、業績が回復基調にあるなか、当第２四半期累計期間末において繰延税金資産の回収可能性の見直し

を行った結果、法人税等調整額において予想値との差異が生じ、当期純利益の予想値を実績値が上回るこ

ととなりました。 

 (2) 平成 23 年 3 月期通期業績予想修正の理由 

   今後の見通しにつきましては、世界経済の減速懸念、急速な円高の進行などによる先行きの不透明感が

色濃くなっており、第 3四半期以降の業績は、第 2四半期累計期間に比較し、厳しくなることが予想され

ます。このようななか、主に平成 23 年３月期第２四半期累計期間の実績を踏まえ、通期業績予想（連結・

個別）の修正を行うものであります。 

以上 

（注）業績見通しにつきましては、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリスク 

   や不確実性が含まれております。従いまして、実際の業績は様々な要因によりこれらの業績予想とは 

   異なることがありますことをご承知おきください。 


